
　
一
般
会
計
予
算
は
、街
路
事
業
及

び
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
等
の
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少

に
よ
り
、前
年
度
比
15
億
７
千
万

円
減
の
２
０
６
億
７
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。歳
入
は
、個
人・法
人
市

民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、全
体
と
し

て
約
１
億
３
千
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、地
方
財

政
計
画
を
基
に
算
出
し
、合
わ
せ
て

前
年
度
比
約
２
億
円
の
減
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。歳
出
は
、第
４
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
、５
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
に
対
し
て
、重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
方
針

を
踏
ま
え
、経
常
経
費
の
節
減
を

図
る
と
と
も
に
、健
全
な
財
務
体
質

の
確
立
に
向
け
、さ
ら
に
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー「
チ
ー
ム
稲

生
」が
設
立
後
４
年
目
を
迎
え
、高

知
県
及
び
本
市
か
ら
の
財
政
支
援

は
終
了
し
ま
す
が
、拠
点
と
な
る
稲

生
ふ
れ
あ
い
館
に
集
う
地
域
の
方
々

の
笑
顔
に
取
組
の
成
果
が
現
れ
て
い

第394回 市議会定例会　３月３日

施 政 方 針３月議会

　橋詰壽人市長は、３月３日開会の第３９４回市議会定
例会で各議案の提案説明に先立ち、平成２９年度施政
方針で、「安倍首相は、１月の施政方針演説で、『新しい
国創り』に挑戦する決意を述べ、その課題として、デフレマ
インド、過疎化、高齢化など、様々な『壁』を挙げ、それらを
打ち破っていく意気込みを表明しました。
　また、アベノミクスの成果として、名目ＧＤＰが９パーセン
ト成長し、さらに、４７全都道府県で有効求人倍率が１倍
を超えたことなど、『経済の好循環』が生まれていることを
強調しました。
　昨年１２月の県内有効求人倍率は、１．１６倍で過去最
高値となっており、正社員の有効求人倍率も０．６８倍と最
高値を記録しています。尾﨑知事も、昨年１年間は経済
活性化の手応えを感じた年であったと述べ、県政浮上や
地域に若者が残ることができるような高知県づくりを進め

るために、本市も、「第４次総合計画」に掲げた基本目標
の実現に向け、高知県や県内市町村と連携して、あらゆ
る分野で取組を強化していきます。また、人口減少対策と
して取り組んでいる「南国市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」が計画期間の中間年を迎えます。総合計画と併せ、
具体的な道筋を示す重要な年となってきます。また、平成
２２年度に策定した南国市行政改革大綱が平成２８年度
で終了することから、新たな大綱「南国市行政改革大綱２
０１７」を本年２月に策定しました。
　今後、人口減少に伴う歳入の減少や社会保障費など
の増加、また、大規模な基盤整備事業も見込まれ、限られ
た財源の中で、安定した行政運営を維持し、市民が安心
して暮らせるまちづくりを進めていくために、引き続き、行財
政改革に取り組んでいく決意であります。」と市政運営に
対する所信を述べました。

況
状
政
財地

域
づ
く
り
事
業

　

立
確
の
質
体
務
財
な
全
健人

的
支
援
を
継
続

　
市
内
全
域
で
実
施
す
る
空
き
家

調
査
の
結
果
を
活
用
し
、空
き
家
バ

ン
ク
登
録
物
件
の
掘
り
起
こ
し
を

行
う
と
と
も
に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
移
住
者
向
け
の
ペ
ー
ジ
を
作
成

す
る
な
ど
、移
住
者
を
受
け
入
れ
る

土
台
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

移
住
促
進

市
内
全
域
で
空
き
家
調
査
実
施

　
平
成
29
年
７
月
か
ら
の
他
機
関

と
の
情
報
連
携
や
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
を
利
用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、シ
ス
テ
ム

の
各
種
運
用
テ
ス
ト
等
を
進
め
ま

す
。今
後
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
等
の
活

用
に
よ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
市
民
の
利
便
性
の
向
上
、事
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
運
用
開
始

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
公
的
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
が
、25
年
か
ら
10
年
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。制
度
改
正
に
伴
い
、新

た
に
年
金
受
給
権
を
得
る
方
々
に

対
し
て
、年
金
請
求
手
続
き
な
ど
が

適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、日
本
年
金

機
構
と
連
携
し
て
、制
度
の
周
知
及

び
相
談
業
務
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

年
金
関
係

年
金
受
給
資
格
期
間
を
短
縮

　
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

加
や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

支
援
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、平
成

28
年
度
末
で
、国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
が
底
を
つ
き
、赤
字
が
見

込
ま
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。国
保
財
政
運
営
が
健
全

に
行
わ
れ
る
よ
う
、税
率
改
定
に
よ

り
歳
入
不
足
を
補
う
必
要
か
ら
、平

成
29
年
度
の
国
保
税
率
の
改
定
に
つ

い
て
議
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

国
保
税
率
を
改
定

　
平
成
29
年
度
よ
り
保
険
料
の
軽

減
特
例
の
見
直
し
、及
び
高
額
療
養

費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
の
見
直

し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、被
保
険
者
に
対
し
説
明
を

行
い
、制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

軽
減
特
例
の
見
直
し
等
を
実
施

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、た
ち
ば
な

幼
稚
園
、大
湊
小
学
校
、香
長
中
学

校
及
び
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
５
施

設
で
、リ
ー
ス
制
度
を
活
用
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
等
の
省
エ
ネ
設
備
を
導
入

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
、地
域

経
済
への
波
及
効
果
や
、設
置
コ
ス
ト

及
び
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
算
定
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、平
成
29
年
度
か
ら
各

施
設
へ
の
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進

め
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

省
エ
ネ
設
備
の
導
入

　
地
区
調
査
は
２
年
目
を
迎
え
ま

国
営
ほ
場
整
備
事
業

仮
同
意
徴
収
へ

　
平
成
27
年
度
に
、中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
協
議
会
で
作
成
さ
れ

た「
ご
め
ん
ま
ち
将
来
像
プ
ラ
ン
」の

実
現
に
向
け
、株
式
会
社
海
洋
堂

と
連
携
し
、も
の
づ
く
り
を
通
し
た

地
域
活
性
化
、人
材
育
成
への
取
組

を
進
め
ま
す
。ま
た
、海
洋
堂
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
な
ど
の
地
域
活
性
化
の

拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

拠
点
施
設
整
備
へ

　
市
街
地
へ
の
都
市
機
能
の
集
約

化
や
、公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
編・強
化
を
図
る
こ
と
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
、立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
向
け
、

平
成
28
年
度
内
に
公
表
さ
れ
る
都

市
機
能
誘
導
区
域
の
計
画
を
踏
ま

え
、平
成
29
年
度
は
居
住
誘
導
区

域
の
設
定
及
び
居
住
を
誘
導
す
る

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画

居
住
誘
導
区
域
等
の
設
定
へ

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担

に
鑑
み
、低
所
得
者
に
対
し
て
、新

た
な
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。支
給
金
額
は一
人
当
た
り

１
万
５
千
円
で
、申
請
期
間
は
３
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
個

別
案
内
を
郵
送
し
、市
広
報
紙
で

も
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、引
き

続
き
、周
知
に
努
め
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
期
間
は
７
月
末
ま
で

　
中
学
校
の
普
通
教
室
に
は
空
調

設
備
が
整
い
ま
し
た
。平
成
29
年

度
か
ら
は
、小
学
校
へ
の
整
備
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

小
学
校
の
空
調
設
備

平
成
29
年
度
よ
り
整
備

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、平
成

29
年
度
中
の
供
用
開
始
に
向
け
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進
ん
で
お

り
、今
後
、受
配
校
の
改
築
や
業
務

委
託
、関
係
条
例
等
の
整
備
に
向

け
て
作
業
を
進
め
、安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
度
中
の
供
用
開
始
へ

　
平
成
30
年
度
予
定
の
高
知
県
か

ら
の
開
発
許
可
の
権
限
移
譲
に
向

け
、市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開

発
許
可
制
度
基
本
方
針
案
の
作
成

後
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説

明
会
等
を
実
施
し
、市
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
し
た
う
え
で
、関
係
条

例
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

開
発
許
可
権
限
移
譲

関
係
条
例
等
を
整
備

　
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
に
よ

る
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、境
界
立

会
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、ま

た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
予
測

を
踏
ま
え
た
被
災
前
の
防
災・減
災

対
策
と
し
て
、津
波
浸
水
想
定
区

地
籍
調
査
事
業

５
地
区
で
一
筆
地
調
査
を
実
施

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
市
内
全
域

に
拡
大
し
、生
活
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の

ふ
ん
放
置
防
止
重
点
地
域

市
内
全
域
に
拡
大

　
本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
１
４
，０
０
０
人
を
超
え
、平
成
29

年
度
中
に
は
高
齢
化
率
が
30
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
ま
す
。地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
６
千
人
に
１
カ

所
設
置
す
る
こ
と
が
国
基
準
で
示

さ
れ
て
お
り
、平
成
29
年
度
に
２
カ

所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
計
画
で
す
。団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
に
達
す
る
２
０
２
５
年

に
向
け
、高
齢
者
を
支
え
る
体
制
の

強
化
を
進
め
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
２
カ
所
目
を
設
置
予
定

　
本
事
業
は
、子
育
て
支
援
を
受
け

た
い
依
頼
会
員
と
、手
助
け
で
き
る

援
助
会
員
が
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、

会
員
間
で
助
け
合
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
で
、保
育
所
や
習
い
事
へ

子
育
て
支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
開
始

ま
す
。ま
た
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
地
区

に
は
集
落
支
援
員
を
配
置
し
、地

区
の
現
状
把
握
等
に
努
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、地
域
づ
く
り
事
業
で
は
、

人
的
支
援
を
継
続
し
、地
域
で
の
取

組
に
つ
い
て
地
域
の
方
々
と
と
も
に

検
討
を
進
め
ま
す
。

の
送
迎
、保
育
所
で
の
保
育
終
了
後

や
学
校
の
放
課
後
の
預
か
り
な
ど

を
行
い
ま
す
。平
成
29
年
度
の
上
半

期
に
依
頼
会
員
及
び
援
助
会
員
を

募
集
し
、秋
か
ら
本
格
的
に
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

し
た
。平
成
29
年
度
中
に
整
備
す

る
農
地
範
囲
を
概
定
し
、仮
同
意

徴
集
を
行
う
予
定
で
す
。今
後
も

地
元
関
係
者
や
各
関
係
機
関
と
連

携
し
、各
地
域
の
将
来
を
見
据
え

た
整
備
や
営
農
計
画
等
に
つ
い
て
詳

細
な
検
討
を
進
め
ま
す
。地
域
の

計
画
を
関
係
者
に
説
明
し
て
い
く

中
で
100
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
仮
同
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
、併
せ
て

事
業
計
画
書
案
の
作
成
作
業
を
進

め
ま
す
。

域
で
の
調
査
も
急
務
で
す
。平
成

29
年
度
は
黒
滝
地
区
、桑
ノ
川
地

区
、十
市
地
区
、北
陣
山
地
区
、南

陣
山
地
区
の
５
地
区
で一筆
地
調
査

を
実
施
す
る
よ
う
県
に
事
業
計
画

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
の
で
、補
助

金
交
付
決
定
が
あ
り
次
第
、順
次

事
業
に
着
手
し
ま
す
。
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